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11月

県内各地でイベントが開催されました！

「親子ふれあい広場」
　壱岐市保育会は、１１月３日に「親子
ふれあい広場」を開催しました。遊び
のコーナーや食育のコーナーを設置
して楽しくみんなで遊んだり、アトラ
クションや大型絵本の読み聞かせを
したりして会場内のあちらこちらで
笑顔があふれる１日となりました。

「キッズ・フェスタinつしま」
　対馬保育会では、11月12日（日）「シャイン
ドームみね」において「第12回キッズ・フェスタ
inつしま」を開催しました。運動あそび、乗り物
あそび、もぐら・ワニたたき、迷路であそぼう、科
学あそび、手型・足型スタンプ、オペレッタ・マ
ジックなどの観劇会コーナーなどで会場を賑わ
せました。

　大村市保育会では「ちびっこ夢
ひろば２０１７」を10月15日にシー
ハットおおむらサブアリーナで開
催しました。「子育ての楽しさや子
どもが与えてくれる幸せの実感、
子育て支援の発信」をテーマに多
くの楽しいコーナーを企画し、多く
の来場者で賑わいました。

　東彼地区では『子ども達の笑顔
を守り続ける』子育て月間として
11ヶ園の保育園・こども園がそれぞ
れの想いで、施設独自の計画を立
て芋掘りやおもちゃ作り、お散歩・職
員手作りのアンパンマンショーな
ど、楽しい催しが行われました。

「保育園に行こう！何かがあるよ」
　島原半島保育会連絡協議会（島原市保育会、南
島原市保育会、雲仙市保育会）では、１１月６日
（月）～１１日（土）を「第２０回島原半島保育の日（ｈ
ｏiｋｕ ｗｅｅｋ）」として、ポスターやチラシを用意し、
地域の人々に保育園（所）の存在と役割をアピー
ルしました。
　島原市内の認可保育園（所）・幼保連携型認定
こども園でもこの期間「保育園に行こう！何かが
あるよ」を合言葉に園庭開放はもちろん、公開保
育やさまざまな体験教室、人形劇や園まつり

等々、各園ごとに楽しいイベントを繰り広げました。

　雲仙市内の25保育園で、保育ウィーク特
別公演会が15日、吾妻町ふるさと会館であ
り、園児や親子連れ約400人が歌や踊りを
楽しみました。
　ファミリーコンサートなどで活躍する男
性２人組の「ロケットくれよん」が出演。子
ども達は演奏に合わせ、１曲ごとに元気な歓
声と笑い声が響いた。各保育園６～11日が雲仙保育会は保育ウィーク期間
中で、園庭開放や絵本の読み聞かせ、芋掘り体験などに取り組んでいます。

「あおぞら祭りⅡ」
　多くの市民の方々と保育士や調理師との交流を行う「あおぞら祭りⅡ」。
食やあそびのイベントを通して、参加者全ての人に子育てや教育の根底に
あるものは、誰もが愛され人を愛し尊ぶことが子育ての一歩だということ
を、実感してもらことができました。

　諫早市保育会では｢子育てほっと週間｣を、11月６日～17日まで開催
しました。
　期間中は､各園､各地区
で､プ囗の室内楽団｢ゾリ
ステン･ドライエック｣のこ
どもの音楽会や、芋掘り、
親子クッキング等々、特色
ある子育てイベントが行
われました。
　親子の笑顔がたくさん
生まれるイベントとなりま
した。

　子育ての楽しさ・素晴らしさを広く市民に伝えるために始めたこの
フェスタも、１４回を数える
こととなりました。
　イベント中は館内外で
様々なコーナーを設置し
たくさんの来場者のなか
で進行しました。当日は閉
会まで３０００名を超える来
場者を得ることが出来て、
盛会のなかで閉会しまし
た。

　長与町保育会では、10ヶ園が協力し、11月16日に長与南交流セン
ターにて人形劇「かちかち山」を開催しました。約80名の親子が参加
し、お話の世界にどんどん引き込まれ、とても楽しんでいた様子が伺
えました。

　時津町保育会では、9ヶ園が協力し、毎年「親子でわくわく子育て広
場」を開催しています。保育士によるリズム遊びや劇、手作りのゲーム
コーナー、製作コーナー、食育ブース、手作りのおみやげなど盛りだく
さんです。今年は11月23日（木）に時津町公民館にて開催し、80組の
親子に参加していただき、楽しいひとときを過ごしました。

　市内19ヶ園が加入している西海市保育会では、各園が日々取り組
む子育て支援に加え、11月26日に「さいかい子育てフェスタ2017」を
西海東小学校体育館にて開
催しました。子育てに役立
つ雑貨コーナーや各年齢ご
とに設定された遊びのコー
ナー、そして食育コーナー
では保育園で人気のあるお
やつをふるまう「おやつde
ビュッフェ」などで、多くの親
子でにぎわいました。

　平成29年11月12日（日）に行われた第16回「親子であそぼ！」では
今年も佐世保駅前広場と駅構内のコンコースを会場にステージイベ
ント、遊びのコーナー10ヶ所、ふれあい動物コーナー、ミニ列車など

多彩なイベントを催し
たくさんの親子に喜ん
で参加頂きました。
　フィナーレでは佐世
保市在住の掛屋剛史さ
んのピアノコンサートが
行われ会場全体が癒し
の歌声で包まれていま
した。

　「平戸市福祉健康祭り」が平戸文化センターで11月の子育て支援月
間を前に開催されました。市内保育園園児の絵画が会場の一角を飾
り、当番園４ヶ園の園児が和太鼓の演奏、お遊戯・オペレッタの発表を行
い「キッズひろば」では、小学生とパパの参加が多く、子どもより遊び
に集中している大人の姿が印象に残りました。

　北松地区の各保育園で
は、園の行事、保護者会活
動、地域の方々との交流
など、様々な催しが行われ
ています。地域の方々との
交流や結びつきを深める
ために年間を通して様々
な子育て支援活動を行っ
ており、特に11月は“芸術
の秋”とも言われるよう
に、音楽コンサート・絵画展など様々な催し物を行っています。

「すくすくフェスタ」
　松浦市保育会では、平成２９年１１月１２
日（日）に松浦市文化会館「ゆめホー
ル」において「すくすくフェスタ」を開催
しました。今年は、歌のお姉さん＆ピエ
ロによる「ゆかいなコンサート」を行っ
たところ、子育て中の親子や小学生の約
５００名の参加がありました。

　11月5日（日）、「五島市保育
フェスタ2017　ー親子で楽しむ
映写会ー」を開催しました。日本
昔話、イソップ童話、アンパンマ
ンの3本立と保育士による手あ
そび、各園の食育パネルの展
示、栄養士等による手作りおや
つのプレゼント、子ども達に人気
のある各園のレシピの配布等盛
りだくさんでした。

　南松地区保育会では、隔
年で『子育て支援保育フェス
ティバル』を開催。今年度各
園の取り組みでは、園児の七
五三祝いを、寺院・教会にて
執り行ない、子ども達の健や
かな成長を願い、親子で共に
歩み、共に育ち合う関係性を
深めたことであります。
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続きは、お買い求めいただきご購読下さい。 

お問い合わせは、保育所(園)または長崎県保育協会までお願い致します。 

 

 

 

■ つれづれ 

園長先生等のリレー式コラムです。保育に対する思いや考えなどを文章にしています。 

■ 保育のひろば 
● 地域との交流 

各保育園の近隣の交流状況など画像を添えて紹介します。 

● ランチタイム 

給食やおやつ、食育等の取り組みを情報提供致します。 

● 保育園めぐり 

県下の保育園を地区別に順番で紹介しています。 

■ すこやかなそだち 

保育の専門家が、プロの視点で子育てに関する様々なテーマに基づいて書き下ろす 

連載コーナーです。 

■ 読者のひろば 

子育ての思いやエピソードなど地区別の保護者に書いていただくコーナーです。 

■ であい 
保育士に保育に対する質問を投げかけそれに答えるコーナーです。 

■ ＺＯＯ夢イン 家族のお出かけスポット情報 

編集部一押しの地元のお出かけ情報です。家族向きのお出かけに参考になります。 

■ つぶやき 

■ わんぱく写真館 

子ども達の日頃の保育園における活発な活動の写真を掲載しています。 

■ え？！絵本 

子ども向けのおすすめ絵本です。わかりやすく解説しています。 

 


